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渡
部
猛
様
よ
う
こ
そ

　
　
本
蓮
町
会
へ

川
口
市
連
合
老
人
会

本
蓮
町
会
の
「
本
寿
会
」

は
、
６
月
29
日
同
会
を

元
気
に
し
よ
う
と
、
新

郷
新
聞
３
月
号
で
紹
介

し
た
、
赤
井
在
住
の
渡

部
猛
先
生
を
招
き
、「
元

気
な
１
０
２
歳
の
人
生

か
ら
本
寿
会
は
何
を
学

ぶ
か
」
を
テ
ー
マ
に
講

演
会
を
開
催
し
た
。

始
め
に
、
鵜
飼
勝
会

長
が
「
１
０
０
歳
を
生

き
て
い
く
に
は
、
渡
部

先
生
の
話
を
聴
い
て
、

人
と
人
と
の
出
会
い
を

大
切
に
し
て
い
き
た
い
」

と
挨
拶
。

次
い
で
、
鈴
木
歳
男

さ
ん
が
、「
現
在
の
東

中
学
校
の
前
身
で
、
昭

和
22
年
５
月
10
日
か
ら

１
年
半
、
英
語
の
先
生
、

野
球
部
の
顧
問
で
面
倒

を
み
て
も
ら
い
、
３
年

生
の
終
わ
り
の
学
芸
会左から鵜飼勝さん、永瀬秀樹県議、渡部さん、鈴木歳男さん。

で
は
、
英
語
劇
の
指
導

を
頂
い
た
。

昨
年
11
月
、
73
年
振

り
に
お
会
い
し
、
う
れ

し
涙
が
止
ま
ら
な
か
っ

た
で
す
。
今
日
は
嬉
し

い
こ
と
に
２
人
の
同
級

生
（
婦
人
）
が
応
援
に

来
て
く
れ
て
い
ま
す
。

先
生
は
現
在
も
英
語

関
係
の
仕
事
を
し
て
い

ま
す
。
多
彩
な
才
能
に

感
銘
を
受
け
ま
し
た
」

と
、
喜
び
を
語
ら
れ
る
。

永
瀬
秀
樹
県
議
は

「
し
っ
か
り
、は
っ
き
り
、

お
話
が
出
来
る
方
、
人

生
１
０
０
年
時
代
、
沢

山
の
人
と
交
わ
っ
て
い

く
こ
と
が
、
長
生
き
の

秘
訣
で
し
ょ
う
か
」
と

激
励
さ
れ
た
。

渡
部
先
生
は
「
福
島

県
出
身
で
す
。
お
し
ん

の
よ
う
な
生
活
の
中
、

勉
強
が
好
き
で
、
近
所

の
学
生
さ
ん
に
幼
少
の

頃
か
ら
、
石
盤
と
石
筆

を
玩
具
に
し
て
、
算
数

等
を
覚
え
、
小
学
校
時

代
は
す
で
に
、
現
高
校

課
程
の
講
義
録
を
一
人

で
学
び
、
修
得
し
て
い

た
こ
と
を
級
友
か
ら
口

伝
え
に
聞
き
ま
し
た
。

健
康
で
医
者
に
通
っ

た
こ
と
が
な
い
で
す
が
、

不
自
由
し
て
い
る
こ
と

は
、
耳
が
遠
い
こ
と
で

す
」
と
話
さ
れ
、
さ
ら

に
教
員
時
代
の
話
、
外

国
に
行
っ
た
時
の
話
、

従
軍
し
た
時
の
話
や
帰

還
し
た
後
の
話
な
ど
を

話
さ
れ
た
。

「
ど
う
し
て
長
生
き

出
来
た
の
か
は
、
子
ど

も
の
時
と
今
も
考
え
が

ち
っ
と
も
変
っ
て
い
な

い
か
ら
で
す
。

長
生
き
の
秘
訣
は
、

日
頃
食
べ
る
食
品
の
量

の
、
栄
養
成
分
が
す
ぐ

わ
か
る
『
ベ
タ
ー
ホ
ー

ム
の
食
品
成
分
表
』
を

読
ん
で
い
ま
す
。

物
を
取
る
時
も
人
を

頼
ん
だ
り
し
な
い
で
、

自
分
の
体
を
動
か
し
て

い
ま
す
。

ボ
ー
ル
ペ
ン
と
タ
オ

ル
（
雑
巾
）
を
ど
こ
に

で
も
置
い
て
い
ま
す
。
　
　
　

　
　
　

　
　
　

ス
ト
レ
ス
を
持
た
な

い
為
ス
ト
レ
ス
と
戦
い

無
く
す
こ
と
で
す
」
と

話
さ
れ
時
間
と
な
っ
た
。

鵜
飼
会
長
は
「
又
、

続
き
を
お
願
い
し
ま
す
」

と
話
し
終
了
し
た
。

７
月
１
日
、
峯
ヶ
岡

八
幡
神
社
（
宮
司
＝
宮

本
洋
平
さ
ん
）
は
夏
越

大
祓
（
な
ご
し
お
お
は

ら
い
）
の
神
事
「
茅
の

輪
く
ぐ
り
」
を
行
っ
た
。

大
祓
は
、
日
本
古
来

か
ら
伝
わ
る
伝
統
行
事

で
、
半
年
間
の
穢
れ
を

祓
い
、
残
り
の
半
年
間

の
安
泰
・
無
病
息
災
を

祈
念
す
る
神
事
で
、
母

の
胎
内
に
見
立
て
た
と

い
う
茅
の
輪
を
く
ぐ
る

と
、
罪
や
穢
れ
を
取
り

除
く
と
云
わ
れ
る
も
の
。

ま
た
、
男
女
別
に
氏

名
・
年
齢
を
記
し
、
息

を
吹
き
か
け
身
体
を
な

で
、
穢
れ
を
移
し
た
紙

の
形
代
（
人
形
＝
ひ
と

か
た
）
を
事
前
に
神
社

に
納
め
て
、
当
日
ご
祈

祷
を
し
て
も
ら
う
（
川

に
流
す
と
こ
ろ
も
あ
る
）

神
事
も
行
わ
れ
た
。

大
勢
の
参
拝
者
は
、

宮
本
洋
平
宮
司
を
先
頭

に
、
京
子
神
職
の
後
に

続
き
、
和
歌
を
詠
み
、

祓
い
詞
を
３
度
繰
り
返

し
な
が
ら
８
の
字
を
描

く
よ
う
に
く
ぐ
り
抜
け
、

無
病
息
災
、
家
内
安
全

を
願
っ
た
。

上
青
木
か
ら
来
た

仲
田
ひ
か
り
さ
ん
は

「
七
五
三
等
の
お
宮
参
り

に
い
つ
も
来
て
い
ま
し

た
。
茅
の
輪
を
く
ぐ
り
、

気
持
ち
が
ス
ッ
キ
リ
し

ま
し
た
。
後
の
半
年
間

が
ん
ば
れ
ま
す
」
と
。

榛
松
の
中
村
真
由
美

さ
ん
は
「
家
族
４
人
分

の
罪
穢
れ
が
取
れ
ス
ッ

キ
リ
し
肩
が
軽
く
な
り

ま
し
た
」
と
。

写
真
左
か
ら
、
宮
本

京
子
さ
ん
、
飯
塚
孝
行

市
議
、
鈴
木
歩
さ
ん
、

押
田
正
美
さ
ん
、
宮
本

洋
平
さ
ん
。

無病息災を祈り　茅の輪くぐり
　
　
　無病息災を祈り　茅の輪くぐり
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令
和
６
年
交
通
安
全
年
間
ス
ロ
ー
ガ
ン

武
南
交
通
安
全
協
会

「
電
話
番
号
が
変
わ
っ
た
」

川
口
市
防
犯
協
会

武
南
病
院
で
夏
祭
り

７
月
２
日
、
武
南
病

院
（
院
長
＆
理
事
長
＝

山
中
明
彦
さ
ん
）
は
、

夏
祭
り
を
行
っ
た
。

川
口
市
日
本
民
謡
愛

好
会
新
郷
支
部
６
名
の

皆
さ
ん
が
、
笹
の
葉
に

願
い
事
を
書
い
た
病
棟

通
路
で
、
川
口
小
唄
・

大
東
京
音
頭
・
ソ
ー
ラ

ン
節
・
徳
島
音
頭
を
踊

り
、
そ
し
て
七
夕
踊
り
、

炭
坑
節
の
２
曲
は
、
各

部
屋
に
１
人
ず
つ
入
り

踊
り
を
披
露
し
た
。

事
務
局
の
大
久
保
結

加
さ
ん
は
「
優
し
さ
と

温
か
な
心
の
触
れ
合
い

を
大
切
に
し
て
い
ま
す
」

と
。
写
真
は
、
躍
り
で

患
者
さ
ん
を
見
舞
う
、

新
郷
支
部
の
皆
さ
ん
。

★
同
会
新
郷
支
部
は

会
員
を
募
集
中

◇
場
所
：
本
蓮
町
会

◇
曜
日
：
第
１
・３(

月
）

◇
時
間
：
２
時
～
４
時

拉致被害者の田口八重子さん写真展 北
朝
鮮
に
よ
る
拉
致

被
害
者
の
「
田
口
八
重

子
さ
ん
写
真
展
」が
キ
ュ

ポ
・
ラ
の
５
階
中
央
図

書
館
で
行
わ
れ
た
。

写
真
展
は
田
口
さ
ん

が
22
歳
の
１
９
７
８
年

６
月
29
日
に
池
袋
の
勤

務
先
か
ら
、
幼
い
わ
が

子
２
人
を
託
児
所
に
預

け
た
ま
ま
消
息
を
絶
ち
、

拉
致
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

そ
の
前
後
に
開
い
て
お

り
、
今
年
も
６
月
27
日

か
ら
５
日
間
開
か
れ
た
。

会
場
に
は
、
田
口
八

重
子
さ
ん
の
写
真
36
枚

や
、
特
定
失
踪
者
４
人

の
写
真
等
が
、
展
示
さ

れ
た
。写真

展
は
、
川
口
市

と
拉
致
問
題
を
考
え
る

川
口
の
会
（
代
表
＝
前

原
博
孝
さ
ん
）
が
主
催

し
、
す
べ
て
の
拉
致
被

害
者
の
早
期
全
面
解
決

を
願
っ
て
署
名
活
動
も

行
っ
た
。

取
材
の
折
、
新
藤
義

孝
大
臣
秘
書
の
菊
地
博

さ
ん
、
永
瀬
秀
樹
県
議
、

新
郷
の
文
化
を
考
え
る

会
代
表
の
照
山
悦
子
さ

ん
が
来
場
さ
れ
た
。

写
真
左
か
ら
、
菊
地

さ
ん
、
前
原
さ
ん
、
照

山
さ
ん
、
永
瀬
さ
ん
。

川口市江戸 2-4-16
☎283-6308

川口市東内野226-1106
☎090-4913-5746

川口市峯 1304
☎296-1901

足立区入谷 3-11-1
☎03-3853-1761

川口市榛松 643-7
☎0120-017-910

川口市榛松 301
☎070-6960-6112

川口市本蓮 1-18-15
☎284-4974

川口市江戸袋2-2-18
☎285-2411

川口市東本郷 1124
☎287-6080

川口市本蓮 1-21-21
☎281-0318

東京都杉並区在住

川口市新堀 841
☎281-5246

株式会社

川口市朝日 2-27-12
☎299-6230

川口市峯 1534
☎296-0793

川口市東本郷 600
☎090-2332-7791

川口市東本郷 340
☎281-7674

川口市東本郷 934
☎282-1904

川口市東本郷 957
☎282-0087

☎299-8508
川口市赤井 4-30-1

川口市蓮沼 297-6
☎286-8929

☎282-2240
川口市赤井 1208
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今
日
も
ま
た

あ
な
た
の
無
事
故

待
つ
家
族

武
南
警
察
署

　
　
　
　
　と
い
う
電
話
は
詐
欺

　
　
　武
南
警
察
署

歯
科
医
の
風

お
酒
が
美
味
い
、
食

事
が
美
味
し
い
な
ぁ

な
ど
生
き
て
い
る
実

感
を
味
わ
っ
た
り
、

こ
れ
か
ら
こ
う
い
う
風

に
生
き
よ
う
と
か
、
ピ

ン
ピ
ン
コ
ロ
リ
で
生
涯

を
終
わ
ろ
う
と
か
、
感

じ
た
り
考
え
た
り
し

て
い
る
の
は
、
心(

正

確
に
は
脳)

で
す
。
体

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
し
て
、
多
く
の
人

は
気
持
ち
だ
け
は
若
く

て
、
体
が
言
う
こ
と
を

聞
か
な
い
悔
し
い
思
い

を
た
く
さ
ん
し
て
い
る

と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
大
事
な
の

は
そ
の
逆
の
場
合
で
、

も
う
少
し
年
齢
が
い
っ

て
、
心
が
衰
え
正
常
な

判
断
が
で
き
な
い
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
体
だ
け

丈
夫
だ
と
言
う
場
合
で

す
。
例
え
ば
、
迷
子
に

な
っ
て
し
ま
う
高
齢
者

や
認
知
症
を
患
っ
て
い

る
高
齢
者
で
す
。

現
代
医
療
は
、
体
を

生
か
す
事
は
得
意
で
、

本
人
の
意
志
に
関
係
な

く
生
か
し
て
お
く
こ
と

が
で
き
ま
す
。

し
か
し
、
心
の
衰
え

を
治
す
方
法
は
多
く
の

医
学
者
の
努
力
に
も
か

か
わ
ら
ず
見
つ
か
っ
て

い
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、

意
識
レ
ベ
ル
が
限
り
な

く
低
く
な
っ
て
、
本
人

の
気
持
ち
に
関
係
な
く

体
だ
け
で
生
き
て
い
る

人
が
高
齢
化
に
伴
っ
て

増
え
て
い
ま
す
。

私
は
あ
ら
か
じ
め
心

が
ま
と
も
な
う
ち
に
、

つ
ま
り
自
分
の
意
思
表

示
で
き
る
う
ち
に
、
延

命
措
置
の
た
め
に
薬
や

栄
養
補
給
を
せ
ず
、
自

然
に
終
わ
ら
せ
て
く
れ

と
い
う
の
が
希
望
で
、

周
囲
の
人
々
に
そ
う
い

う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
残
し

て
お
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

岩
下
歯
科
医
院
（
榛
松
）　
　

　
　
院
長

岩
下

一
三

　
　

治
水
協
議
会
総

治
水
協
議
会
総
会会

５
月
20
日
、
新
郷
地
区
の
盆
踊
り

大
会
が
江
戸
袋
町
会
、
本
蓮
町
会
を

始
め
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

江
戸
袋
町
会（
町
会
長
＝
前
原
博
孝
さ
ん
）は
沢
山
の
キ
ッ

チ
ン
カ
ー
を
取
り
入
れ
て
賑
わ
っ
た
。
前
列
左
か
ら
、
新
藤

義
孝
大
臣
秘
書
の
菊
地
博
さ
ん
、
艫
居
康
博
さ
ん
、
山
田
源

一
郎
さ
ん
。
後
列
左
か
ら
砂
賀
民
男
さ
ん
、
山
田
定
雄
さ
ん
、

前
原
町
会
長
、
永
瀬
秀
樹
県
議
、
佐
藤
隆
さ
ん
。

本蓮町会盆踊り大会
本蓮町会（町会長＝中山久仁夫さん）は、桜ちかこ歌謡ショーなど多くのグループが華を添えた。写真上は、

前列左から、千葉正吾さん、関根和雄さん、小見山祐紀さん、加藤レナさん。後列左から菊地博さん、桜ちか
こさん、立石泰広県議、中山町会長、長瀬秀樹県議、遠藤太嘉志さん、七瀬玲子さん。右写真左から、飯塚孝
行市議、照山悦子さん、桜ちかこさん、中山町会長。後半雷雨の為中止になりました。江戸袋も同じく中止。

赤
井
町
会
道
路
視
察

赤
井
町
会
道
路
視
察

５
月
30
日
、
赤
井
町

会(

町
会
長
＝
関
根
和

雄
さ
ん)

は
、
歩
車
分

離
の
な
い
、
毛
長
川
と

見
沼
代
用
水
（
東
縁
）

の
交
差
部
か
ら
首
都
高

速
区
間
に
つ
い
て
、
白

線
塗
布
等
に
よ
り
歩
行

者
の
安
全
確
保
を
要
望

し
た
。この

区
間
は
、
高
校

３
校
・
中
学
校
１
校
・

小
学
校
２
校
の
学
童
・

生
徒
の
通
学
路
や
通
勤

者
、
地
元
住
民
等
多
く

の
人
々
の
通
路
で
あ
る
。

現
場
に
は
、
永
瀬
秀

樹
県
議
、
前
原
博
孝
市

議
、
武
南
署
新
井
さ
ん
、

県
交
通
規
制
課
、
市
道

路
安
全
施
設
係
の
竹
下

準
一
さ
ん
・
太
田
公
平

さ
ん
・
山
本
正
人
さ
ん

が
出
向
か
れ
、
町
会
役

員
の
関
根
和
雄
さ
ん
、

千
葉
正
吾
さ
ん
、
相
馬

晃
重
さ
ん
、
石
島
正
文

さ
ん
、
村
津
孝
徳
さ
ん
、

粕
谷
笑
子
さ
ん
、
立
川

成
吾
さ
ん
、
坂
本
恵
さ

ん
と
共
に
視
察
し
た
。

関
根
町
会
長
は
「
高

校
・
中
学
・
小
学
校
の

先
生
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
よ
り
事

故
が
あ
っ
て
は
遅
い
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
良

い
対
策
を
検
討
し
て
い

た
だ
き
た
い
」
と
。

相
馬
顧
問
は
「
よ
り

良
い
街
づ
く
り
し
て
い

頂
き
た
い
で
す
」
と
。

５
月
30
日
新
郷
公
民

館
で
、
新
郷
東
部
地
区

治
水
事
業
推
進
協
議
会

令
和
６
年
度
総
会
が
開

催
さ
れ
た
。

会
長
交
代
に
伴
う
改

選
で
、
前
会
長
の
鈴
木

歳
男
さ
ん
は
顧
問
に
、

新
会
長
は
中
山
久
仁
夫

さ
ん
が
就
任
し
た
。

ま
た
、
町
会
長
交
代

に
伴
う
町
会
委
員
の
改

選
で
、
大
東
は
正
田
威

さ
ん
、
前
野
宿
は
橋
本

有
子
さ
ん
、
東
本
郷
南

は
平
林
仁
さ
ん
が
選
出

さ
れ
た
。

議
案
は
滞
り
な
く
承

認
さ
れ
、
決
議
文
朗
読

後
、
辰
井
川
改
修
事
業

概
要
、
同
令
和
５
年
度

の
改
修
事
業
内
容
、
新

郷
東
部
地
区
治
水
事
業

貝
塚
落
第
一
調
節
池
整

備
工
事
、
川
口
都
市
計

画
事
業
新
郷
東
部
第
２

土
地
区
画
整
理
事
業
の

概
要
説
明
で
閉
会
し
た
。

写
真
は
、
挨
拶
す
る

中
山
新
会
長
。

新郷地区盆踊り大会

江戸袋町会盆踊り大会

新郷地区盆踊り大会
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基
本
は
コ
ッ
プ
１
杯

の
お
水
か
白
湯
で
服
用

し
ま
す
。

し
か
し
、
子
ど
も
の

場
合
や
、
ご
老
人
で
嚥

下
能
力
が
落
ち
て
い
る

方
な
ど
は
、
薬
を
服
用

で
き
な
い
場
合
の
方
も

お
ら
れ
ま
す
が
、
そ
の

方
に
は
、
と
ろ
み
の
あ

る
服
用
補
助
剤
な
ど
が

あ
り
ま
す
。

食
べ
物
・
飲
み
物

で
薬
の
効
き
目
、
効
果

が
変
わ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。薬と

食
品
の
相
互
作

用
を
起
こ
す
代
表
が
、

グ
レ
ー
プ
フ
ル
ー
ツ
、

納
豆
で
す
。

ま
た
、
効
果
が
防
げ

ら
れ
る
も
の
と
し
て
、

牛
乳
と
テ
ト
ラ
サ
イ
ク

健
康
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

健
康
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

（318)（318)

リ
ン
系
や
、
ニ
ュ
ー
キ

ノ
ロ
ン
系
の
抗
生
物
質

の
飲
み
合
わ
せ
で
す
。

さ
ら
に
、
薬
の
吸
収

が
食
品
に
よ
っ
て
は
速

ま
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

酒
で
睡
眠
鎮
静
薬
の

効
果
は
増
強
さ
れ
ま
す
。

お
薬
を
複
数
の
病
院

や
薬
局
で
も
ら
っ
て
い

る
方
が
い
ま
す
が
、
お

薬
手
帳
の
持
参
で
重
複

は
な
く
な
り
ま
す
。

保
険
薬
剤
師

　
　
　
　
中
山
久
仁
夫

中
山
久
仁
夫

薬
の
飲
み
方

☎

７
月
９
日
、
市
公
園

緑
地
公
社
は
、
新
郷
東

部
公
園
に
四
季
の
彩
り

を
と
、
園
内
に
順
次
ヒ

ガ
ン
バ
ナ
を
植
栽
し
、

秋
の
彩
の
演
出
を
試
み

る
こ
と
と
し
て
い
る
。

手
始
め
と
し
て
公
園

ス
ポ
ー
ツ
の
記
録

あ
と
が
き

写
真
ク
ラ
ブ
撮
影
会

写
真
ク
ラ
ブ
撮
影
会

ピ
ン
ト
写
真
ク
ラ
ブ

新
郷
（
会
長
＝
粂
原
一

夫
さ
ん
）
は
、
５
月
21

日
「
日
光
方
面
日
帰
り

撮
影
会
」
を
行
っ
た
。

華
厳
の
滝
や
中
禅
寺

湖
展
望
台
、
竜
頭
の
滝
、

戦
場
ヶ
原
展
望
台
、
湯

滝
、
湯
ノ
湖
な
ど
の
撮

影
を
楽
し
ん
だ
。

に
隣
接
す
る
新
郷
東
小

学
校
（
校
長
＝
岡
本
賢

一
先
生
）
の
児
童
の
手

を
借
り
、
総
合
学
習
の

一
環
と
し
て
、
自
然
環

境
へ
の
関
心
と
地
域
と

の
つ
な
が
り
の
促
進
を

目
的
と
し
て
、
４
年
生

75
名
に
よ
る
、
彼
岸
花

１
０
０
０
球
の
植
え
付

け
作
業
が
行
わ
れ
た
。

１
人
12
～
13
個
の
球

根
を
植
え
、
自
分
の
名

前
を
書
い
た
プ
レ
ー
ト

を
付
け
た
。

児
童
は
「
元
気
に
育

て
と
言
い
な
が
ら
、
プ

レ
ー
ト
を
作
っ
た
」「
植

え
る
の
は
思
っ
て
い
た

よ
り
簡
単
だ
っ
た
」「
勉

強
す
る
よ
り
楽
し
か
っ

新郷東小 東部公園に彼岸花の球根を植える新郷東小 東部公園に彼岸花の球根を植える

暑
中
お
見
舞
い
申
し
上

げ
ま
す
。

今
年
も
「
暑
中
見
舞
い
」

広
告
沢
山
の
皆
様
が
ご
協

力
く
だ
さ
り
あ
り
が
と
う

６
月
30
日
、
新
郷
地

Ｔ
Ｂ
G
大
会
。

◆
男
Ａ
優
勝
＝
水
倉
清

治
▽
準
優
勝
＝
横
田
鈞

▽
３
位
＝
片
野
愼
一
。

◆
男
Ｂ
優
勝
＝
飯
ヶ
谷

英
昭
▽
準
優
勝
＝
植
屋

光
英
▽
３
位
＝
深
井
信

哉
。

◆
女
Ａ
優
勝
＝
石
毛
功

子
▽
準
優
勝
＝
平
林
文

子
▽
３
位
＝
小
野
寺
幸

子
。

◆
女
Ｂ

優
勝
＝
鈴
木

幸
子
△
準
優
勝
＝
大
嶋

峰
子
▽
３
位
＝
佐
藤

貞
子
。

ベ
ス
グ
ロ
男
△
横
田
鈞
。

べ
ス
グ
ロ
女
△
小
野
寺

幸
子
。（
敬
称
略
）

た
」「
す
ぐ
わ
か
る
よ
う

に
プ
レ
ー
ト
に
自
分
だ

け
の
目
印
を
書
い
た
よ
」

等
、
感
想
を
語
っ
た
。

川
口
緑
化
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
、
５
月
30
日
、

武
南
交
通
安
全
協
会（
会

長
＝
中
山
久
仁
夫
さ
ん
）

の
定
期
評
議
員
会
が
開

催
さ
れ
た
。

中
山
会
長
は
「
交
通

の
安
全
と
、
会
の
活
動

を
円
滑
に
図
る
為
に
多

大
な
協
力
を
頂
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
後
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支

援
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
」
と
挨
拶
さ
れ
た
。

武
南
署
藤
木
渉
署
長

は
「
地
域
の
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
敬
意
を
表
し
ま

す
。
オ
レ
オ
レ
詐
欺
の

発
生
が
止
ま
り
ま
せ
ん
。

電
話
は
留
守
番
電
話
に

し
て
お
く
こ
と
で
す
」

等
と
話
さ
れ
た
。

高
花
仁
交
通
課
長
、

峰
岸
母
の
会
会
長
、
原

島
潔
安
全
運
転
会
長
等

が
激
励
さ
れ
た
。

議
案
は
、
滞
り
な
く

承
認
さ
れ
閉
会
と
な
っ

た
。

武
南
警
察
署
交
通
課

は
、
JA
さ
い
た
ま
鳩
ケ

谷
支
店
で
「
夏
の
交
通

事
故
防
止
準
備
運
動
in

農
協
祭
」
会
場
で
、
ぶ

に
ゃ
ん
く
ん
の
初
め
て

の
交
通
事
故
防
止
啓
発

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施

し
た
。三毛

猫
ぶ
に
ゃ
ん
く

ん
の
生
み
の
親
は
、
同

交
通
総
務
主
任
の
橋
本

美
加
さ
ん
。（
先
月
号
P3

紹
介
）会場

に
は
、
記
念
撮

影
OK
の
パ
ト
カ
ー
の
展

示
が
あ
り
、
マ
イ
ヘ
ル

メ
ッ
ト
持
参
者
に
武
南

署
オ
リ
ジ
ナ
ル
シ
ー
ル

や
、
ぶ
に
ゃ
ん
く
ん
の

暑
中
見
舞
い
交
通
安
全

ハ
ガ
キ
、
命
を
守
る
反

射
材
、
渋
沢
栄
一
さ
ん

顔
入
り
の
「
電
話
・
ハ

ガ
キ
・
メ
ー
ル
で
お
金

の
話
？
そ
れ
は
詐
欺
！

お
金
の
話
は
、
お
っ
か

ね
ー
」と
書
か
れ
た
キ
ッ

チ
ン
ペ
ー
パ
ー
等
、
沢

山
の
ル
ー
ル
の
プ
リ
ン

ト
な
ど
が
プ
レ
ゼ
ン
ト

さ
れ
た
。

販
売
コ
ー
ナ
ー
は
、

鳩
ケ
谷
産
の
地
元
野
菜

等
多
く
の
品
が
販
売
さ

れ
、
フ
ワ
フ
ワ
か
き
氷

や
ス
ー
パ
ー
ボ
ー
ル
に

子
ど
も
た
ち
が
集
ま
っ

て
い
た
。

写
真
左
か
ら
、
髙
花

仁
交
通
課
長
、
ぶ
に
ゃ

ん
く
ん
、
橋
本
美
加
さ

ん
、
吉
田
航
さ
ん
。

交
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

交
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

参
加
者
は
、
前
列
左

か
ら
、
辻
家
恵
美
子
、

粂
原
一
夫
、
野
田
光
子
、

佐
々
木
量
。

後
列
左
か
ら
、
岡
本

幸
永
、
木
村
和
俊
、
野

田
康
世
、
長
谷
美
代
子
、

村
上
セ
キ
、
押
田
安
夫
、

山
田
文
雄
。
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　（
敬
称
略
）

武
南
交
通
安
全

武
南
交
通
安
全

協
会
定
期
総
会

協
会
定
期
総
会

ご
ざ
い
ま
す
。

今
年
も
新
郷
地
区
盆
踊

り
大
会
、
江
戸
袋
町
会
、

本
蓮
町
会
、
盛
大
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

発
行
日
の
関
係
で
８
町

会
は
次
号
で
掲
載
い
た
し

ま
す
。

昔
か
ら
新
郷
地
区
の
盆

踊
り
大
会
は
２
日
間
の
開

催
で
し
た
が
、
去
年
か
ら

１
日
の
み
開
催
す
る
町
会

も
あ
り
ま
す
。
１
日
に
す

る
理
由
は
最
近
の
猛
暑
、

櫓
を
組
む
人
の
高
齢
化
、

踊
り
手
不
足
な
ど
、
諸
事

情
だ
と
思
い
ま
す
。

熱
中
症
対
策
を
し
て
楽

し
い
盆
踊
り
大
会
で
あ
る

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。


